




































の第 9次検証報告書iでは、心中以外の虐待死のうち 3歳未満は全体の 67.2％を占め、




日本では乳幼児健康診査の受診率が 1 歳 6 ヶ月児健診 94.4％（2011）、3 歳児健診
91.9％（同）と高く、妊婦健康診査もほとんどの妊婦が受診しており、健診が多くの
親子のポピュレーションアプローチの機会となっている。第 9次検証報告書によると、
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さらに 1628 年には権利請願、1679 年人身保護法、1689 年権利章典が出され、イギリス
に今も続く権利や自由の尊重という概念は 17 世紀すでに存在していた。しかし当時の子
ども観は「大人の所有物である」という私物的わが子観が当たり前であった（Helfer,2003）。




















































































































































ピュレーションアプローチの機会となっている。妊婦健康診査は妊娠 23 週までは 4 週間
























































































































のいる世帯は 12,324,000 世帯（2010）あり、全世帯に占める割合は 1975 年の 53.0%と
比較して25.3%（2010）と半数程度に減少している。そのうち核家族世帯は76.9%、中で
もひとり親と未婚の子のみの世帯は 6.6%（2010）と、1975 年の 2 倍以上（3.1%）に増





















の順に多く、父子世帯では家計 40.0％、家事 27.4％、仕事 12.6％の順であった（厚生労




















アメリカ、フランス、スウェーデンの 12 歳までの子どもを持つ親 1,000 名を対象にした
「家庭教育についての国際比較調査」（牧野ら, 2010）によると、子育てと職業を「両方と
も同じくらいのバランスで関わりたい」という父親はどの国も多かったが、「子育てよりも
職業を優先したい」父親は日本と韓国で 30%弱、それに対し、他の 4 ヵ国ではアメリカ





実際、20 代の妻の 62.2％が家事・育児の 8 割以上を分担している（妻 10 割 9.1％、夫















は 28～32 歳で 43.0％、33～42 歳で 46.6％（日本家族社会学会,2010）もいる。「国際比
較調査」でも、平日に父親が子どもと過ごす時間が最も長かったのは、タイの父親で平均

































































































































































































































Parenting Daily Hassles Scale（Crnic1990）の日本語版を作成した（表1-1）。 
 












































































































































































































日本で子どもが生まれる場は病院 51％、診療所 48％、助産所や自宅等その他が 1％で
























4．入院生活においては 1 日 24 時間体制で母子を中心とする対象者の生活習慣や対人関
係能力等の情報が把握しやすい。 
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 周産期医療の限界の一つに、0 日児の虐待死と未受診妊婦の問題がある。第 9 次検証報
告書では、第1次から第9次までの0日・0 ヶ月児事例の集計が報告されている。 
心中以外の虐待死の 45.9％を占める 0 歳児 218名のうち、0日児は 83名、日齢 1 日以
上月齢1ヶ月児未満の0ヶ月児は17名であった。0日児の出産場所は、自宅が56名（67.5％）、
自宅以外が16名（19.3％）、不明が11名（13.3％）で、医療機関は0名（0％）であった。

































療を提供する」ことを目的としている。妊娠 23 週までは 4 週間に 1 回、妊娠 24 週～35









科医会に委託し、3 ヶ月以上の受診間隔があり、妊娠期を通して 3 回以下の受診しかない
妊婦を未受診妊婦と定義して、府下全産婦人科医療機関を対象に調査している。結果、未
受診妊婦数は 861 件あり、4 年間の大阪府における全分娩数から算出して、350 分娩に 1
回の未受診妊婦がいたとした。但し、この中には前述した、医療機関にかからなかったケ
ースは含まれていない。 
 現在、日本の周産期医療界全体も多くの問題を抱えている。日本の出生数は 1970 年代
後半をピークに急速に減少し、1990年代以降、出生数に大きな変化はない。一方で、産婦
人科、産科、婦人科を標榜している病院、診療所は減少している4（厚生労働省医療施設静






























                                                                                                                                     























































回答は 666 名（回収率 37.8％）からあった。尚、児童福祉・母子保健統合課の場合、1
市区町村から1名のみの回答であるが、回収率は配布数から算出している。 
2-1．市区町村の規模区分 






表2－1 市区町村の規模区分              n=666 
  ％ 全国割合 
政令指定都市・児童相談所設置市 46 6.9％ 1.9％ 
人口30万人以上市区 29 4.4％ 1.8％ 
人口10万人～30万人未満市区 103 15.5％ 18.3％ 
39 
 
人口10万人未満市区 235 35.3％ 30.1％ 
町 213 32.0％ 38.7％ 
村 37 5.6％ 9.3％ 





  表2－2 回答者の所属課      n=666          
 名 ％ 
児童福祉主管課 279 41.9％ 
母子保健主管課 260 39.0％ 
児童福祉・母子保健統合課 124 18.6％ 
その他 1 0.2％ 















表2－3 回答者の専門性             n=666 MA 










45 6.8％ 11.1% 
2．医師  0 0％ 0% 
3．社会福祉士 35 5.3％ 4.5% 
4．精神保健福祉士 16 2.4％ 0.7% 
5．保健師・助産師・看護師 
（1．に該当する者を除く） 
362 54.4％ 19.0% 
6．教員免許を有する者 
（1．に該当する者を除く） 
39 5.9％ 13.3% 
7．保育士 
（1．に該当する者を除く） 
41 6.2％ 10.2% 
8．1．～7．に該当しない社会福祉主事 26 3.9％ 6.3% 
9．1．～8．に該当しない一般事務職 121 18.2％ 29.1% 
10．その他 
（臨床心理士3、養護教諭1、管理栄養士1） 
5 0.8％ 5.6% 
無回答 9 1.4％  












名 ％ 名 ％ 名 ％ 名 ％
1．児童福祉司と同様の資格を有する者
（2．3．または4．に該当する者を除く）
39 13.1％ 0 0％ 6 4.8％ 0 0% 11.1%
2．医師 0 0% 0 0％ 0 0% 0 0% 0%
3．社会福祉士 28 9.4％ 2 0.7％ 5 4.0％ 0 0% 4.5%
4．精神保健福祉士 10 3.4％ 3 1.1％ 3 2.4％ 0 0% 0.7%
5．保健師・助産師・看護師（1．に該当する
者を除く）
40 13.5％ 255 95.5％ 66 52.4％ 1 100％ 19.0%
6．教員免許を有する者（1．に該当する者を除
く）
32 10.8％ 2 0.7％ 5 4.0％ 0 0% 13.3%
7．保育士（1．に該当する者を除く） 34 11.4％ 2 0.7％ 5 4.0％ 0 0% 10.2%
8．1．～7．に該当しない社会福祉主事 21 7.1％ 1 0.4％ 4 3.2％ 0 0% 6.3%
9．1．～8．に該当しない一般事務職 89 30.0％ 1 0.4％ 31 24.6％ 0 0% 29.1%
10．その他 4 1.3％ 1 0.4％ 1 0.8％ 0 0% 5.6%


















表2－4 資格の分類                        n=546 
 資格 名 ％ 




150  27.5％ 
一般事務職  94  17.2％ 








表2－5  児童家庭相談業務の主たる相談窓口                n=666 
主たる窓口 名 ％ 
児童福祉主管課 408 61.3％ 
母子保健主管課  25 3.8％ 
児童福祉・母子保健統合課 119 17.9％ 
福祉事務所（家庭児童相談室） 54 8.1％ 
福祉事務所（家庭児童相談室・児童福祉主管課を除く） 1 0.2％ 
保健センタ  ー 24 3.6％ 
教育委員会 24 3.6％ 
市設置の保健所 2 0.3％ 
市設置の児童相談所 2 0.3％ 
障害福祉主管課 1 0.2％ 
その他 0 0％ 


































児童福祉主管課 15 22 85 169 105 11 408 
34.0% 75.9% 82.5% 71.9% 49.5% 30.6% 61.8% 
母子保健主管課  0 1 0 5 18 1 25 
0% 3.4% 0% 2.1% 8.5% 2.8% 3.8% 
児童福祉・母子保
健統合課 
12 1 3 16 66 21 119 
27.2% 3.4% 2.9% 6.8% 31.1% 58.3% 18.0% 
福祉事務所 
（家庭児童相談室） 
9 4 11 30 0 0 54 




0 0 0 1 0 0 1 
0% 0% 0% 0.4% 0% 0% 0.2% 
保健センタ  ー 6 1 0 5 10 2 24 
13.6% 3.4% 0% 2.1% 4.7% 5.6% 3.6% 
教育委員会 0 0 4 8 11 1 24 
0% 0% 3.9% 3.4% 5.2% 2.8% 3.6% 
市設置の保健所 1 0 0 0 1 0 2 
2.3% 0% 0% 0% 0.5% 0% 0.3% 
市設置の児童相
談所 
1 0 0 1 0 0 2 
2.3% 0% 0% 0.4% 0% 0% 0.3% 
障害福祉主管課 0 0 0 0 1 0 1 



























1名 0 0 0 1 0 0 1 
0% 0% 0% 0.4% 0% 0% 0.2% 
2名 0 0 0 0 2 0 2 
0% 0% 0% 0% 1.1% 0% 0.3% 
3名 0 0 0 0 3 0 3 
0% 0% 0% 0% 1.7% 0% 0.5% 
4名 0 0 1 3 2 0 6 
0% 0% 1.0% 1.3% 1.1% 0% 1.0% 
5名 0 0 2 3 7 2 14 
0% 0% 2.0% 1.3% 3.3% 5.9% 2.3% 
6～10名 3 3 4 30 48 11 99 
6.8% 11.1% 4.0% 13.3% 27.1% 32.4% 16.3% 
11～20名 11 1 32 121 81 19 265 
25.0% 3.7% 32.3% 53.8% 45.8% 55.9% 43.7% 
21～30名 11 7 31 48 27 2 126 
25.0% 25.9% 31.3% 21.3% 15.3% 5.9% 20.8% 
31～40名 9 5 18 13 5 0 50 
20.0% 18.5% 18.2% 5.8% 2.8% 0% 8.3% 
41～50名 6 4 8 3 2 0 23 
13.6% 14.8% 8.1% 1.3% 1.1% 0% 3.8% 
51～100名 2 6 2 2 0 0 12 
4.5% 22.2% 2.0% 0.9% 0% 0% 2.0% 
101 ～ 154
名 
2 1 1 1 0 0 5 

































0名 0 0 1 5 0 0 6 
0% 0% 1.0% 2.2% 0% 0% 0.9% 
1名 0 0 2 7 18 7 34 
0% 0% 2.0% 3.0% 8.5% 20.0% 5.2% 
2名 0 0 6 27 51 12 96 
0% 0% 5.9% 11.7% 24.1% 34.3% 14.8% 
3名 4 0 11 35 41 5 96 
9.1% 0% 10.9% 15.2% 19.3% 14.3% 14.8% 
4名 5 1 6 42 33 3 90 
11.4% 3.7% 5.9% 18.3% 15.6% 8.6% 13.9% 
5名 3 4 11 24 20 6 68 
6.8% 14.8% 10.9% 10.4% 9.4% 17.1% 10.5% 
6～10名 14 6 32 65 41 2 160 
31.8% 22.2% 31.7% 28.3% 19.3% 5.7% 24.7% 
11～20名 9 11 27 24 8 0 79 
20.5% 40.7% 26.7% 10.4% 3.8% 0% 12.2% 
21～30名 7 3 5 1 0 0 16 
15.9% 11.1% 5.0% 0.4% 0% 0% 2.5% 
31～40名 2 1 0 0 0 0 3 
4.5% 3.7% 0% 0% 0% 0% 0.5% 
41～50名 0 1 0 0 0 0 1 






























 表2－9 虐待、特定妊婦、要支援児童、DVの相談業務の実践状況   n=666 MA 









60 9.0％  
現時点では、虐待に対する支援で手一杯な状況にあり、DV まで十
分対応できていない 


































49 11.3％ 11.1% 
2．医師  1  0.2％ 0% 
3．社会福祉士 35 8.1％ 4.5% 
4．精神保健福祉士 11 2.5％ 0.7% 
5．保健師・助産師・看護師 
（1．に該当する者を除く） 
301 69.5％ 19.0% 
6．教員免許を有する者 
（1．に該当する者を除く） 
38 8.8％ 13.3% 
7．保育士 
（1．に該当する者を除く） 
50 11.5％ 10.2% 
8．1．～7．に該当しない社会福祉主事 28  6.5％ 6.3% 
9．1．～8．に該当しない一般事務職 115 26.6％ 29.1% 
47 
 















資格                          n=435 MA 







33 7.6％ 11.1% 
2．医師  1 0.2％ 0% 
3．社会福祉士 17 3.9％ 4.5% 
4．精神保健福祉士 5 1.1％ 0.7% 
5．保健師・助産師・看護師 
（1．に該当する者を除く） 
378 86.9％ 19.0% 
6．教員免許を有する者 
（1．に該当する者を除く） 
12 2.8％ 13.3% 
7．保育士 
（1．に該当する者を除く） 
24 5.5％ 10.2% 
8．1．～7．に該当しない社会福祉主事 11 2.5％ 6.3% 
9．1．～8．に該当しない一般事務職 43 9.9％ 29.1% 


















の資格                          n=464 MA 







48 10.3％ 11.1% 
2．医師  1 0.2％ 0% 
3．社会福祉士 32 6.9％ 4.5% 
4．精神保健福祉士 8 1.7％ 0.7% 
5．保健師・助産師・看護師 
（1．に該当する者を除く） 
313 67.5％ 19.0% 
6．教員免許を有する者 
（1．に該当する者を除く） 
45 9.7％ 13.3% 
7．保育士 
（1．に該当する者を除く） 
54 11.6％ 10.2% 
8．1．～7．に該当しない社会福祉主事 30 6.5％ 6.3% 
9．1．～8．に該当しない一般事務職 123 26.5％ 29.1% 



























35 9.0％ 11.1% 
2．医師  0 0％ 0% 
3．社会福祉士 28 7.2％ 4.5% 
4．精神保健福祉士 16 4.1％ 0.7% 
5．保健師・助産師・看護師 
（1．に該当する者を除く） 
224 57.6％ 19.0% 
6．教員免許を有する者 
（1．に該当する者を除く） 
27 6.9％ 13.3% 
7．保育士 
（1．に該当する者を除く） 
37 9.5％ 10.2% 
8．1．～7．に該当しない社会福祉主事 30 7.7％ 6.3% 
9．1．～8．に該当しない一般事務職 110 28.3％ 29.1% 

















（35.4％）、必要でないとした人は 145 名（31.5％）、どちらかわからない 3 名（0.7％）、
無回答149名（32.4％）であった。 
代表者会議に、周産期医療機関がすでに参加している市区町村のうち、今後も参加が必
要であると回答した人は 10 名で、その理由は 2 カテゴリにまとめられた（n=3）（表 2

















































































































ることとされ（児童福祉法第 25 条の 2 第 4 項）、調整機関は児童福祉主管課が 926 ヵ所
（55.3％）と最も多く、児童福祉・母子保健統合主管課が 436 ヵ所（26.1％）、福祉事務















































































































































































































表2－31 早期に連携していれば、状況は悪くなかった可能性のあるケースの有無            
n=542 
 なし あり 合計  
保健  204  (68.5)  94  (31.5)  298  保健・福祉ns 
保健・一般p<.001 
福祉・一般p<.001 
福祉  110  (73.3)  40  (26.7)  150  





生労働省の平成 24 年 7 月通知では「積極的な連携及び情報共有の推進」が掲げられてお
り、各市区町村が情報提供を期待する特定妊婦の選択基準は、周産期医療機関のみならず、
全関係機関で共通理解しておく必要がある。 




表2－32 基準がない市区町村の特定妊婦の判断方法 n=479  MA 
  （％） 
市区町村の担当者間で話し合う 317 (66.2) 
周産期医療機関も含めて、関係者で話し合う 94 (19.6) 

















































 表2－33 周産期医療機関に対する意識                    n=666 MA      
 意識 名 ％ 





















































































29. 周産期医療機関は、「代表者会議」に参加してほしい 42 6.3％ 


























表2－34 「困っていることや望むことは、特にない」について      n=546 
 そう思う そうは思わない 合計  
保健 110（36.9%） 188（63.1%） 298 保健/福祉** 
保健/一般*** 
福祉/一般** 
福祉・教育 77（51.3%） 73（48.7%） 150 










について                         n=546 
 そう思う そうは思わない 合計  
保健 45（15.1%） 253（84.9%） 298 保健/一般** 
福祉・教育 13（8.7%） 137（91.3%） 150 










   
表 2－36 「周産期医療機関は、特定妊婦に対する見極めが甘く、ピックアップが必要な
ケースをとりこぼしている」について            n=546 
 そう思う そうは思わない 合計  
保健 45（15.1%） 253（84.9%） 298 保健/福祉* 
保健/一般** 福祉・教育 12（8.0%） 138（92.0%） 150 











   
表 2－37 「周産期医療機関は、要支援児童に対する見極めが甘く、ピックアップが必要
なケースをとりこぼしている」について            n=546 
 そう思う そうは思わない 合計  
保健 31（10.4%） 267（89.6%） 298 保健/一般* 
福祉・教育 9（6.0%） 141（94.0%） 150 
一般事務職 3（3.2%） 91（96.8%） 94 
 
5）「周産期医療機関は、虐待のケースを市区町村へ情報提供する必要性がわかっていない」 











ていない」について                     n=546 
 そう思う そうは思わない 合計  
保健 35（11.7%） 263（88.3%） 298 保健/一般* 
福祉/一般* 福祉・教育 17（11.3%） 133（88.7%） 150 








    
表 2－39 「周産期医療機関は、特定妊婦のケースを市区町村へ情報提供する必要性が
わかっていない」について                 n=546 
 そう思う そうは思わない 合計  
保健 53（17.8%） 245（82.2%） 298 保健/一般** 
福祉/一般* 福祉・教育 20（13.3%） 130（86.7%） 150 
















        
表 2－40 「周産期医療機関は、要支援児童のケースを市区町村へ情報提供する必要性が
わかっていない」について                 n=546 
 そう思う そうは思わない 合計  
保健 40（13.4%） 258（86.6%） 298 保健/一般* 
 福祉・教育 17（11.3%） 133（88.7%） 150 

















           
表 2－41 「周産期医療機関は、DV のケースを市区町村へ情報提供する必要性がわか
っていない」について                  n=546 
 そう思う そうは思わない 合計  
保健 32（10.7%） 266（89.3%） 298 保健/一般* 
 福祉・教育 15（10.0%） 135（90.0%） 150 














    
表 2－42 「周産期医療機関とは、DV に対して、どのような援助を行っているところ
なのか、わからない」について              n=546 
 そう思う そうは思わない 合計  
保健 45（15.0） 253（85.0%） 298 保健/福祉* 
 福祉・教育 12（8.2%） 138（91.8%） 150 











 そう思う そうは思わない 合計  
保健 64（21.5%） 234（78.5%） 298 保健/一般** 
福祉/一般* 
 
福祉・教育 28（18.7%） 122（81.3%） 150 














支援の方向性等を共有する情報提供用紙などのシステムが欲しい」について                                       
n=546 
 そう思う そうは思わない 合計  
保健 87（29.2%） 211（70.8%） 298 保健/一般* 
 
 
福祉・教育 37（24.7%） 113（75.3%） 150 





























































































































表2－52 理解                                                   n=7 MA 
コード 件数 

















































































































































































































































































































































する相談業務の経験年数には担当者間でばらつきがあり、最短は 1 年未満、最長は 43 年
であった。また他の業務との兼任は75％に上った。虐待や養育支援を特に必要とする家庭











－55）という提案があった。平成 23 年 7 月通知によると、この年、要保護児童ケース登
録数が80,179件、そのうち児童虐待は53,232 件（47.5％）で、児童虐待として判断され
るケースの 1.5 倍の要保護児童ケースを市区町村は登録し管理している。また要支援児童


















































































































況（2010）は 81％である。就業場所が明らかになっている会員 1,086 名のうち、病院は





看護師の 3 職種がある。厚生労働省医療施設静態調査（2011）によると、保健師 45,028
名のうち、就業場所が病院・診療所・助産所の者は 4,289 名、助産師は 29,672 名のうち

























































は 21.4±5.7 年であった（表 3－1）。11 名の経験年数の最短は 11 年、最長は 29 年であっ
た。保健・福祉の現場経験があるのは3名、NICU 勤務経験者2名、性暴力被害者支援看




表 3-1  対象者 






有無 院内MSW 院内PHN 
A 40 代後半 25 25 なし あり あり 
B 40 代前半 23 23 なし あり なし 
C 50 代前半 29 29 なし あり なし 
D 40 代前半 15 15 NICU11 年 なし あり あり 
E 40 代前半 22 14 性暴力被害者支援看護職 保健センター、市役所 あり なし 
F 50 代前半 23 23 保育士 あり なし 
G 40 代後半 25 27 なし あり なし 
H 40 代前半 23 21 保健センター あり なし 
I 40 代後半 25 25 NICU2 年 なし あり あり 
J 40 代後半 22 22 なし あり あり 



































































































                                                          
分析ワークシート 
 




















































































































用した概念は 42、サブカテゴリ 4、カテゴリ 5 である。分析の結果、図 3－1 のような全




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































✓ 高いリスク ✓ 中くらいのリスク ✓ 低いリスク又はリスクなし 不明✓
①虐待の継続 慢性 ときどき
②年齢 2歳以下 3歳以上








































































































































































例（11.3％）、きょうだいの健診受診 12 例（6.8％）、未熟児・新生児訪問 8 例（4.5％）、




























































































リスクあり 7％のハイリスクが把握できた（大阪府 HP）。しかしこの結果では 77.0％の
養育不安なし、93.0％の虐待リスクなしを保健・福祉につないだともいえる。虐待死のう









































































































































D 父親 ★ 
E 母親 1歳男児 ◇ 
120 
 




H 父親 ★ 
I 母親 1歳女児 ☆ 
J 母親 7歳男児、2歳女児 ☆ 
K 母親 1歳男児 ◇ 
L 母親 2歳男児 ◇ 
3 グループの面接時間は各 1 回ずつ行い計 194 分、平均 64.7±2.5 分のデータを分析し
た。 
養育期にある母親が認知する健康な家族機能を支える要因について意味内容のあるデー








































































































































































































表4－6 対象者の属性           n=195 
            人数    ％ 
初経 初産        120 （61.5） 
 経産         66        （33.8） 
  子ども数 2名     56 （28.0） 
  子ども数 3名       9   （4.0） 
  子ども数 4名        1        （0.5） 
無回答                 9         （4.0） 
年齢 10代                 0         （0） 
 20代             47         （24.1） 
 30代            127    （65.1） 
 40代             13         （6.7） 
 無回答               8     （4.1） 
就労 家外就労            14         （7.2） 
 家内就労            11         （5.6） 
 専業主婦           162         （83.1） 
 無回答              8         （4.1） 
 
「とても必要」1 点、「まあ必要」2 点、「あまり必要ではない」3 点、「全く必要ではな
い」4点とし、各項目の平均値と標準偏差を算出した。平均値+標準偏差が4以上の天井効
果はなかった。平均値‐標準偏差が1以下のフロア効果は、母親自身の強み73項目中16





































1 子どもを虐待しているのではないかと思うことがある 4 (2.1) 46 (23.6) 58 (29.7) 80 (41.0) 7 (3.6)
2 子どもがかわいいと思えないことがある 4 (2.1) 40 (20.5) 50 (25.6) 93 (47.7) 8 (4.1)
3 母親として不適格と感じる 13 (6.7) 48 (24.6) 81 (41.5) 45 (23.1) 8 (4.1)
4 子どもにもっと親密で温かい感情がもてると思っていたが、期待
はずれだった
2 (1.0) 20 (10.3) 54 (27.7) 109 (55.9) 10 (5.1)
5 子どものことがわずらわしくてイライラする 5 (2.6) 47 (24.1) 74 (37.9) 62 (31.8) 7 (3.6)
6 子どもを愛せないという人の気持ちは理解できる 3 (1.5) 41 (21.0) 56 (28.7) 87 (44.6) 8 (4.1)
7 子どもを育てることが負担に感じられる 2 (1.0) 40 (20.5) 80 (41.0) 65 (33.3) 8 (4.1)
8 自分がどんな親かと考えると、罪悪感や申し訳なさを感じること
が多い
10 (5.1) 52 (26.7) 75 (38.5) 49 (25.1) 9 (4.6)
9 子どもに接するのがこわいと思うことがある 2 (1.0) 17 (8.7) 66 (33.8) 101 (51.8) 9 (4.6)
10 私は子どもをうまく育てている 9 (4.6) 89 (45.6) 73 (37.4) 15 (7.7) 9 (4.6)
11 子どものことで他人の目が気になる 12 (6.2) 69 (35.4) 65 (33.3) 40 (20.5) 9 (4.6)
12 私は親であることを楽しんでいる 58 (29.7) 99 (50.8) 19 (9.7) 9 (4.6) 10 (5.1)
13 子どものことで、どうしたらよいかわからなくなることがある 31 (15.9) 82 (42.1) 57 (29.2) 16 (8.2) 9 (4.6)
14 他人の意見に左右され、混乱することがよくある 15 (7.7) 54 (27.7) 88 (45.1) 29 (14.9) 9 (4.6)
15 育児情報が多すぎて迷うことがよくある 22 (11.3) 65 (33.3) 79 (40.5) 20 (10.3) 9 (4.6)
16 育児知識が足りず、困ることがある 8 (4.1) 72 (36.9) 87 (44.6) 19 (9.7) 9 (4.6)
17 落ち込んだり、自信をなくしたりすることがある 32 (16.4) 79 (40.5) 57 (29.2) 18 (9.2) 9 (4.6)
18 思いどおりにならないと不安になる 14 (7.2) 64 (32.8) 85 (43.6) 23 (11.8) 9 (4.6)
19 いつも子どもと一緒にいないと気持ちが落ち着かない 10 (5.1) 55 (28.2) 89 (45.6) 32 (16.4) 9 (4.6)
20 子どもを産んでから物事を楽しめない 6 (3.1) 15 (7.7) 67 (34.4) 97 (49.7) 10 (5.1)
21 何を試してみても、だめなのではないかと感じる 5 (2.6) 9 (4.6) 78 (40.0) 94 (48.2) 9 (4.6)
22 孤独で、友達がいないと感じている 5 (2.6) 18 (9.2) 70 (35.9) 93 (47.7) 9 (4.6)
23 子どもから離れて一人になりたいと思うことがある 36 (18.5) 74 (37.9) 51 (26.2) 25 (12.8) 9 (4.6)
24 私は親としての責任にとらわれていると感じる 11 (5.6) 48 (24.6) 78 (40.0) 49 (25.1) 9 (4.6)
25 子どもを産んだことにより、夫との問題が思ったより多く生じて
いる
13 (6.7) 35 (17.9) 77 (39.5) 60 (30.8) 10 (5.1)
26 子どもを産んで、家族や親せきとの問題が増えた 9 (4.6) 19 (9.7) 64 (32.8) 94 (48.2) 9 (4.6)
27 子どもを産んでからそれほど体調がよくない 15 (7.7) 32 (16.4) 63 (32.3) 76 (39.0) 9 (4.6)
28 親であることは、想像していたよりむずかしい 50 (25.6) 79 (40.5) 41 (21.0) 15 (7.7) 10 (5.1)
29 子どもを育てるため、我慢ばかりしている 9 (4.6) 41 (21.0) 94 (48.2) 43 (22.1) 8 (4.1)







1 期待どおりではない状況を自分の中で収める力がある 76 (39.0) 103 (52.8) 14 (7.2) 0 (0.0) 2 (1.0)
2 自分の力量がわかっている 55 (28.2) 115 (59.0) 22 (11.3) 1 (0.5) 2 (1.0)
3 自分の限界を知っている 74 (37.9) 87 (44.6) 29 (14.9) 2 (1.0) 3 (1.5)
4 限界に達する前に対処する 116 (59.5) 59 (30.3) 16 (8.2) 1 (0.5) 3 (1.5)
5 「私も人間だ」と自分に優しくする 72 (36.9) 95 (48.7) 24 (12.3) 2 (1.0) 2 (1.0)
6 閉じこもりに不安を感じている 34 (17.4) 83 (42.6) 53 (27.2) 17 (8.7) 8 (4.1)
7 意図的に休憩する 100 (51.3) 75 (38.5) 16 (8.2) 2 (1.0) 2 (1.0)
8 自信を持って自慢できることがある 32 (16.4) 77 (39.5) 66 (33.8) 15 (7.7) 5 (2.6)
9 自己主張できる性格である 22 (11.3) 112 (57.4) 46 (23.6) 11 (5.6) 4 (2.1)
10 弱音をはいて、甘える 60 (30.8) 106 (54.4) 23 (11.8) 3 (1.5) 3 (1.5)
11 おどおどせず、主張する 19 (9.5) 108 (55.4) 44 (22.6) 5 (2.6) 2 (1.0)
12 自分の気持ちが表現できる 50 (25.6) 120 (61.5) 19 (9.7) 4 (2.1) 2 (1.0)
13 感情がコントロールできる 87 (44.6) 83 (42.6) 19 (9.7) 4 (2.1) 2 (1.0)
14 いらいらした時は自分の気持ちが収まってから行動する 91 (46.7) 86 (44.1) 13 (6.7) 3 (1.5) 2 (1.0)
15 少しのことでは動じない 58 (29.7) 107 (54.9) 26 (13.3) 2 (1.0) 2 (1.0)
16 時には我慢したり、言葉をのんだりする 60 (30.8) 102 (52.3) 28 (14.4) 3 (1.5) 2 (1.0)
17 我慢する時は、我慢できる理由を探すようにする 31 (15.9) 80 (41.0) 70 (35.9) 11 (5.6) 3 (1.5)
18 かなわない想いを自分の中で納得させる 31 (15.9) 104 (53.3) 49 (25.1) 8 (4.1) 3 (1.5)
19 できることを探す 68 (34.9) 99 (50.8) 21 (10.8) 5 (2.6) 2 (1.0)
20 できることと、できないことの境界を探す 41 (21.0) 77 (39.5) 59 (30.3) 13 (6.7) 5 (2.6)
21 できることを求めていろいろ試みる 55 (28.2) 99 (50.8) 32 (16.4) 6 (3.1) 3 (1.5)
22 自分の許容量を増やす 57 (29.2) 87 (44.6) 40 (20.5) 9 (4.6) 2 (1.0)
23 自分にも非（誤りや悪いこと）があることがわかっている 85 (43.6) 92 (47.2) 12 (6.2) 4 (2.1) 2 (1.0)
24 他者と比較して恵まれている方だと受容する 35 (17.9) 95 (48.7) 50 (25.6) 12 (6.2) 3 (1.5)
25 いいところをみようとする 102 (52.3) 72 (36.9) 16 (8.2) 3 (1.5) 2 (1.0)
26 見方を変えて気づく 94 (48.2) 85 (43.6) 11 (5.6) 3 (1.5) 2 (1.0)
27 相手の（支援や成長の）進歩を認める 105 (53.8) 76 (39.0) 9 (4.6) 3 (1.5) 2 (1.0)
28 折り合いをつけて希望を下げたり、求めないようにする 41 (21.0) 99 (50.8) 46 (23.6) 5 (2.6) 4 (2.1)
29 「これがあるから許せる」というものを持つ 50 (25.6) 97 (49.7) 42 (21.5) 4 (2.1) 2 (1.0)
30 こちらから言わなくても支援してほしいが、言えば支援が
得られているので許す
24 (12.3) 109 (55.9) 49 (25.1) 9 (4.6) 4 (2.1)
31 関係が上手く保てない支援者には極力頼らない 39 (20.0) 90 (46.2) 44 (22.6) 11 (5.6) 11 (5.6)
32 支援者に対し、情がある 43 (22.1) 96 (49.2) 36 (18.5) 10 (5.1) 10 (5.1)
33 支援者の意図（考えていること）に添う 18 (9.2) 87 (44.6) 77 (39.5) 5 (2.6) 8 (4.1)
34 疲れが増すような、けんかはしないようにする 52 (26.7) 93 (47.7) 39 (20.0) 4 (2.1) 7 (3.6)
35 相手への伝え方を工夫する 87 (44.6) 89 (45.6) 10 (5.1) 1 (0.5) 8 (4.1)
36 見極めてあきらめる 33 (16.9) 110 (56.4) 40 (20.5) 4 (2.1) 8 (4.1)
37 「まあいいか」とあきらめる 47 (24.1) 101 (51.8) 34 (17.4) 5 (2.6) 8 (4.1)
38 現状を受容する 62 (31.8) 110 (56.4) 13 (6.7) 1 (0.5) 9 (4.6)
39 男性は元々女性ほど家事・育児が得意ではないと思って、
期待しすぎない
58 (29.7) 84 (43.1) 40 (20.5) 5 (2.6) 8 (4.1)
40 相手（夫や支援者）を思いやる 122 (62.6) 56 (28.7) 8 (4.1) 1 (0.5) 8 (4.1)
41 関係が保ちにくい支援者にも気をくばる 27 (13.8) 97 (49.7) 57 (29.2) 6 (3.1) 8 (4.1)
42 夫（パートナー）が不満がはき出しやすいよう仕向ける 41 (21.0) 97 (49.7) 43 (22.1) 6 (3.1) 8 (4.1)
43 自分にとって支援してもらっている意味を考えるようにす
る
39 (20.0) 107 (54.9) 35 (17.9) 5 (2.6) 9 (4.6)
44 支援に感謝する 131 (67.2) 44 (22.6) 11 (5.6) 1 (0.5) 8 (4.1)
45 支援を肯定的に（価値があるものと）受け止める 90 (46.2) 79 (40.5) 15 (7.7) 3 (1.5) 8 (4.1)
46 支援者の気づかいに気づく 90 (46.2) 84 (43.1) 11 (5.6) 2 (1.0) 8 (4.1)
47 支援者の気持ちをわかろうとする 76 (39.0) 90 (46.2) 20 (10.3) 1 (0.5) 8 (4.1)
48 支援してもらっているメリットを考えて、自分の気持ちを
立て直す
73 (37.4) 87 (44.6) 27 (13.8) 1 (0.5) 7 (3.6)
49 支援者を尊重する 78 (40.0) 81 (41.5) 27 (13.8) 1 (0.5) 8 (4.1)
50 姑を立てる 48 (24.6) 96 (49.2) 31 (15.9) 10 (5.1) 10 (5.1)
51 支援者のふところに飛び込む 33 (16.9) 87 (44.6) 63 (32.3) 4 (2.1) 8 (4.1)
52 先を見通し行動する 57 (29.2) 102 (52.3) 24 (12.3) 3 (1.5) 9 (4.6)
53 夫（パートナー）を冷静に観察する 49 (25.1) 93 (47.7) 37 (19.0) 7 (3.6) 9 (4.6)
54 現状を理解し、対策をねる 55 (28.2) 111 (56.9) 18 (9.2) 2 (1.0) 9 (4.6)
55 段取りをつける 79 (40.5) 87 (44.6) 18 (9.2) 2 (1.0) 9 (4.6)
56 家族の将来の課題（やるべきことや乗りこえる問題）を見
通す
64 (32.8) 103 (52.8) 18 (9.2) 2 (1.0) 8 (4.1)
57 先を見こしてアクション（話しあいや行動）を起こす 61 (31.3) 92 (47.2) 33 (16.9) 2 (1.0) 7 (3.6)
58 相手を選んで支援の内容を決める 59 (30.3) 95 (48.7) 30 (15.4) 3 (1.5) 8 (4.1)
59 支援者が自分の希望の支援ができるまで、あせらせず待つ 30 (15.4) 91 (46.7) 57 (29.2) 8 (4.1) 9 (4.6)
60 かけひきして、できることや良い状態の境界を探る 18 (9.2) 72 (36.9) 79 (40.5) 17 (8.7) 9 (4.6)
61 支援者をその気にさせる 26 (13.3) 87 (44.6) 62 (31.8) 10 (5.1) 10 (5.1)
62 相手の限界を推し量って（推測して見当をつけて）甘える 28 (14.4) 100 (51.3) 51 (26.2) 8 (4.1) 8 (4.1)
63 物事がはかどるように積極的に働きかける 39 (20.0) 103 (52.8) 40 (20.5) 5 (2.6) 8 (4.1)
64 相手の力量を見てプレッシャーをかける 7 (3.6) 37 (19.0) 95 (48.7) 47 (24.1) 9 (4.6)
65 勇気を出して行動し、上手くいったという実感を増やして
自信をつける
44 (22.6) 101 (51.8) 33 (16.9) 8 (4.1) 9 (4.6)
66 育児に価値を見出す 61 (31.3) 74 (37.9) 41 (21.0) 11 (5.6) 8 (4.1)
67 育児する上で、支えとなるものを作る 72 (36.9) 92 (47.2) 20 (10.3) 3 (1.5) 8 (4.1)
68 仕事など育児以外に楽しみがある 89 (45.6) 74 (37.9) 18 (9.2) 6 (3.1) 8 (4.1)
69 自分のための時間の確保に努める 89 (45.6) 77 (39.5) 17 (8.7) 4 (2.1) 8 (4.1)
70 親としてのモデルとなる人がいる 48 (24.6) 93 (47.7) 34 (17.4) 15 (7.7) 5 (2.6)
71 育児はこうしたいという信念がある 27 (13.8) 97 (49.7) 59 (30.3) 8 (4.1) 4 (2.1)
72 良くも悪くも実母の子育てを自分に重ねて客観視する（外
から冷静に見る）
41 (21.0) 103 (52.8) 38 (19.5) 9 (4.6) 4 (2.1)
















1 相手（夫や支援者）を思いやる 178 (91.3) 9 (4.6) 8 (4.1)
2 支援に感謝する 175 (89.7) 12 (6.2) 8 (4.1)
3 限界に達する前に対処する 175 (89.7) 17 (8.7) 3 (1.5)
4 相手の（支援や成長の）進歩を認める 181 (92.8) 12 (6.2) 2 (1.0)
5 意図的に休憩する 175 (89.7) 18 (9.2) 2 (1.0)
6 いいところをみようとする 174 (89.2) 19 (9.7) 2 (1.0)
7 見方を変えて気づく 179 (91.8) 14 (7.2) 2 (1.0)
8 支援者の気づかいに気づく 174 (89.2) 13 (6.7) 8 (4.1)
9 相手への伝え方を工夫する 176 (90.3) 11 (5.6) 8 (4.1)
10 いらいらした時は自分の気持ちが収まってから行動する 177 (90.8) 16 (8.2) 2 (1.0)
















必要 101 (62.7) 14 (87.5) 115 (65.0)
必要ではない 60 (37.3) 2 (12.5) 62 (35.0)
合計 161 (100) 16 (100) 177 (100)

















































































必要 42 (89.4) 103 (81.7) 7 (53.8) 152 (81.7)
必要ではない 5 (10.6) 23 (18.3) 6 (46.2) 34 (18.3)
合計 47 (100) 126 (100) 13 (100) 186 (100)
必要 42 (89.4) 91 (71.7) 9 (69.2) 142 (75.9)
必要ではない 5 (10.6) 36 (28.3) 4 (30.8) 45 (24.1)
合計 47 (100) 127 (100) 13 (100) 187 (100)
必要 32 (71.1) 92 (74.8) 4 (33.3) 128 (71.1)
必要ではない 13 (28.9) 31 (25.2) 8 (66.7) 52 (28.9)
合計 45 (100) 123 (100) 12 (100) 180 (100)
必要 41 (89.1) 121 (97.6) 11 (91.7) 173 (95.1)
必要ではない 5 (10.9) 3 (2.4) 1 (8.3) 9 (4.9)
合計 46 (100) 124 (100) 12 (100) 182 (100)
必要 35 (76.1) 100 (80.6) 6 (50.0) 141 (77.5)
必要ではない 11 (23.9) 24 (19.4) 6 (50.0) 41 (22.5)
合計 46 (100) 124 (100) 12 (100) 182 (100)
必要 44 (95.7) 122 (98.4) 10 (83.3) 176 (96.7)
必要ではない 2 (4.3) 2 (1.6) 2 (16.7) 6 (3.3)
合計 46 (100) 124 (100) 12 (100) 182 (100)
必要 41 (89.1) 96 (77.4) 7 (58.3) 144 (79.1)
必要ではない 5 (10.9) 28 (22.6) 5 (41.7) 38 (20.9)
合計 46 (100) 124 (100) 12 (100) 182 (100)
必要 39 (84.8) 97 (79.5) 6 (50.0) 142 (78.9)
必要ではない 7 (15.2) 25 (20.5) 6 (50.0) 38 (21.1)
合計 46 (100) 122 (100) 12 (100) 180 (100)
必要 39 (86.7) 94 (75.8) 7 (58.3) 140 (77.3)
必要ではない 6 (13.3) 30 (24.2) 5 (41.7) 41 (22.7)
合計 45 (100) 124 (100) 12 (100) 181 (100)
必要 43 (93.5) 115 (92.0) 7 (58.3) 165 (90.2)
必要ではない 3 (6.5) 10 (8.0) 5 (41.7) 18 (9.8)
合計 46 (100) 125 (100) 12 (100) 183 (100)
必要 38 (82.6) 76 (60.3) 7 (53.8) 121 (65.4)
必要ではない 8 (17.4) 50 (39.7) 6 (46.2) 64 (34.6)
合計 46 (100) 126 (100) 13 (100) 185 (100)
必要 39 (84.8) 94 (74.6) 7 (53.8) 140 (75.7)
必要ではない 7 (15.2) 32 (25.4) 6 (46.2) 45 (24.3)
合計 46 (100) 126 (100) 13 (100) 185 (100)















































必要 27 (20.5) 8 (57.1) 35 (24.0)
必要ではない 105 (79.5) 6 (42.9) 111 (76.0)
合計 132 (100) 14 (100) 146 (100)














1 自分から進んで家事・育児を行う 79 (40.5) 84 (43.1) 21 (10.8) 7 (3.6) 4 (2.1)
2 家事・育児を行う時間が確保できるよう残業等がない職場環境にある 39 (20.0) 72 (36.9) 59 (30.3) 20 (10.3) 5 (2.6)
3 自分にできることを知っている 71 (36.4) 102 (52.3) 14 (7.2) 3 (1.5) 5 (2.6)
4 自分の限界を知っている 55 (28.2) 94 (48.2) 35 (17.9) 6 (3.1) 5 (2.6)
5 「自分にもできる」と実感している 62 (31.8) 100 (51.3) 21 (10.8) 5 (2.6) 7 (3.6)
6 自分なりに考えて行う 90 (46.2) 80 (41.0) 15 (7.7) 4 (2.1) 6 (3.1)
7 調整して家事・育児の時間を作る 64 (32.8) 83 (42.6) 35 (17.9) 8 (4.1) 5 (2.6)
8 変化を受け入れ適応する 72 (36.9) 96 (49.2) 11 (5.6) 3 (1.5) 13 (6.7)
9 子どもの生活リズムに合わせ自分の時間を作る 76 (39.0) 82 (42.1) 18 (9.2) 6 (3.1) 13 (6.7)
10 現状を受容する 82 (42.1) 85 (43.6) 11 (5.6) 4 (2.1) 13 (6.7)
11 生活リズムの変化に適応していく 84 (43.1) 83 (42.6) 10 (5.1) 5 (2.6) 13 (6.7)
12 無理のない範囲で我慢する 57 (29.2) 101 (51.8) 20 (10.3) 4 (2.1) 13 (6.7)
13 現状をあきらめる 24 (12.3) 58 (29.7) 79 (40.5) 20 (10.3) 14 (7.2)
14 現状に不満を持っていない 22 (11.3) 97 (49.7) 55 (28.2) 5 (2.6) 16 (8.2)
15 妻（あなた）をありのまま受け入れる 60 (30.8) 103 (52.8) 13 (6.7) 3 (1.5) 16 (8.2)
16 妻のニーズを把握し言動につなげる 62 (31.8) 100 (51.3) 14 (7.2) 3 (1.5) 16 (8.2)
17 妻の反応を読む 53 (27.2) 102 (52.3) 19 (9.7) 4 (2.1) 17 (8.7)
18 自分が行動できるよう、妻が関わり方を変えていることを察する 53 (27.2) 92 (47.2) 26 (13.3) 7 (3.6) 17 (8.7)
19 妻の期待（こうなってほしいと思っていること）を察する 55 (28.2) 97 (49.7) 24 (12.3) 2 (1.0) 17 (8.7)
20 夫の実家との距離のとり方について、妻の期待を理解した上で行動する 65 (33.3) 84 (43.1) 27 (13.8) 2 (1.0) 17 (8.7)
21 折り合いをつける 51 (26.2) 105 (53.8) 21 (10.8) 2 (1.0) 16 (8.2)
22 妻のニーズを察して折れる 47 (24.1) 99 (50.8) 29 (14.9) 4 (2.1) 16 (8.2)
23 妻への思いやりがある 121 (62.1) 49 (25.1) 7 (3.6) 2 (1.0) 16 (8.2)
24 妻をいたわる気持ちをもつ 118 (60.5) 53 (27.2) 6 (3.1) 2 (1.0) 16 (8.2)
25 妻の気分転換を推奨している（良いことだと勧める） 110 (56.4) 62 (31.8) 5 (2.6) 3 (1.5) 15 (7.7)
26 妻が母親になって変化したことを肯定的にみている 97 (49.7) 69 (35.4) 12 (6.2) 2 (1.0) 15 (7.7)
27 妻の実家では妻を尊重する 59 (30.3) 68 (34.9) 47 (24.1) 6 (3.1) 15 (7.7)
28 嫁姑の関係を維持するのは難しいとわかっている 74 (37.9) 84 (43.1) 17 (8.7) 4 (2.1) 16 (8.2)
29 自分の実家と妻の関係を上手く調整している 75 (38.5) 83 (42.6) 17 (8.7) 3 (1.5) 17 (8.7)
30 自分と妻の実家の関係を上手く調整している 71 (36.4) 83 (42.6) 21 (10.8) 3 (1.5) 17 (8.7)
31 自分の実家と妻の実家との関わりに、バランスをとる 65 (33.3) 82 (42.1) 25 (12.8) 6 (3.1) 17 (8.7)
32 自分の家族を客観視する（外から冷静に見る） 57 (29.2) 89 (45.6) 29 (14.9) 4 (2.1) 16 (8.2)
33 家族以外に、家族や育児について話す 60 (30.8) 90 (46.2) 25 (12.8) 5 (2.6) 15 (7.7)
34 親・夫婦のあり方や育児行為に信念をもつ 52 (26.7) 95 (48.7) 29 (14.9) 4 (2.1) 15 (7.7)
35 夫婦は対等であると思っている 58 (29.7) 83 (42.6) 33 (16.9) 6 (3.1) 15 (7.7)
36 性別役割分業を否定している 26 (13.3) 67 (34.4) 57 (29.2) 27 (13.8) 18 (9.2)
37 親としての姿勢に信念をもっている 61 (31.3) 90 (46.2) 23 (11.8) 6 (3.1) 15 (7.7)
38 親のあるべき姿勢について考えている 63 (32.3) 95 (48.7) 16 (8.2) 6 (3.1) 15 (7.7)

















1 妻への思いやりがある 170 (87.2) 9 (4.6) 16 (8.2)
2 妻をいたわる気持ちをもつ 171 (87.7) 8 (4.1) 16 (8.2)
3 子どもが好きである 169 (86.7) 11 (5.6) 15 (7.7)
4 妻の気分転換を推奨している（良いことだと勧め
る）
172 (88.2) 8 (4.1) 15 (7.7)
5 妻が母親になって変化したことを肯定的にみている 166 (85.1) 14 (7.2) 15 (7.7)
6 自分なりに考えて行う 170 (87.2) 19 (9.7) 6 (3.1)
7 生活リズムの変化に適応していく 167 (85.6) 15 (7.7) 13 (6.7)
8 現状を受容する 167 (85.6) 15 (7.7) 13 (6.7)
9 変化を受け入れ適応する 168 (86.2) 14 (7.2) 13 (6.7)










































必要 38 (90.5) 116 (92.8) 7 (70.0) 161 (91.0)
必要ではない 4 (9.5) 9 (7.2) 3 (30.0) 16 (9.0)
合計 42 (100) 125 (100) 10 (100) 177 (100)
必要 38 (90.5) 101 (81.5) 5 (50.0) 144 (81.8)
必要ではない 4 (9.5) 23 (18.5) 5 (50.0) 32 (18.2)
合計 42 (100) 124 (100) 10 (100) 176 (100)
必要 40 (95.2) 105 (84.7) 6 (60.0) 151 (85.8)
必要ではない 2 (4.8) 19 (15.3) 4 (40.0) 25 (14.2)
合計 42 (100) 124 (100) 10 (100) 176 (100)
必要 37 (88.1) 106 (85.5) 5 (50.0) 148 (84.1)
必要ではない 5 (11.9) 18 (14.5) 5 (50.0) 28 (15.9)
合計 42 (100) 124 (100) 10 (100) 176 (100)
必要 37 (88.1) 112 (89.6) 6 (60.0) 155 (87.6)
必要ではない 5 (11.9) 13 (10.4) 4 (40.0) 22 (12.4)
合計 42 (100) 125 (100) 10 (100) 177 (100)
必要 40 (95.2) 121 (97.6) 8 (80.0) 169 (96.0)
必要ではない 2 (4.8) 3 (2.4) 2 (20.0) 7 (4.0)
合計 42 (100) 124 (100) 10 (100) 176 (100)
必要 40 (95.2) 121 (97.6) 8 (80.0) 169 (96.0)
必要ではない 2 (4.8) 3 (2.4) 2 (20.0) 7 (4.0)
合計 42 (100) 124 (100) 10 (100) 176 (100)
必要 40 (95.2) 122 (97.6) 8 (80.0) 170 (96.0)
必要ではない 2 (4.8) 3 (2.4) 2 (20.0) 7 (4.0)
合計 42 (100) 125 (100) 10 (100) 177 (100)
必要 27 (64.3) 95 (76.0) 4 (40.0) 126 (71.2)
必要ではない 15 (35.7) 30 (24.0) 6 (60.0) 51 (28.8)
合計 42 (100) 125 (100) 10 (100) 177 (100)
必要 37 (90.2) 103 (82.4) 6 (60.0) 146 (83.0)
必要ではない 4 (9.8) 22 (17.6) 4 (40.0) 30 (17.0)
合計 41 (100) 125 (100) 10 (100) 176 (100)
必要 39 (92.9) 101 (80.8) 6 (60.0) 146 (82.5)
必要ではない 3 (7.1) 24 (19.2) 4 (40.0) 31 (17.5)
合計 42 (100) 125 (100) 10 (100) 177 (100)
必要 39 (92.9) 105 (84.0) 6 (60.0) 150 (84.7)
必要ではない 3 (7.1) 20 (16.0) 4 (40.0) 27 (15.3)
合計 42 (100) 125 (100) 10 (100) 177 (100)
















































必要 114 (90.5) 9 (69.2) 123 (88.5)
必要ではない 12 (9.5) 4 (30.8) 16 (11.5)
合計 126 (100) 13 (100) 139 (100)
必要 110 (86.6) 8 (61.5) 118 (84.3)
必要ではない 17 (13.4) 5 (38.5) 22 (15.7)
合計 127 (100) 13 (100) 140 (100)
必要 116 (91.3) 9 (69.2) 125 (89.3)
必要ではない 11 (8.7) 4 (30.8) 15 (10.7)
合計 127 (100) 13 (100) 140 (100)




























1 夫婦以外に支援者がいる 145 (74.4) 32 (16.4) 7 (3.6) 3 (1.5) 8 (4.1)
2 支援者自身が自信を持って行えるサポートがある 80 (41.0) 93 (47.7) 13 (6.7) 1 (0.5) 8 (4.1)
3 支援者は母親を立ててくれる 83 (42.6) 87 (44.6) 13 (6.7) 5 (2.6) 7 (3.6)
4 母親である自分を気づかってくれる 85 (43.6) 85 (43.6) 15 (7.7) 1 (0.5) 9 (4.6)
5 ニーズに対し、支援者から「ニーズは何かわかっています」という反
応がある
39 (20.0) 99 (50.8) 43 (22.1) 5 (2.6) 9 (4.6)
6 他でもない実母に、自分や自分の育児を認めてもらう 63 (32.3) 90 (46.2) 29 (14.9) 5 (2.6) 8 (4.1)
7 自分の言動を支援者が、ほめてくれる 61 (31.3) 95 (48.7) 26 (13.3) 3 (1.5) 10 (5.1)
8 少なくもなく、過干渉（やりすぎ）でもない、ちょうどの支援がある 88 (45.1) 82 (42.1) 14 (7.2) 3 (1.5) 8 (4.1)
9 頼んだことは安心して任せられる 98 (50.3) 77 (39.5) 10 (5.1) 2 (1.0) 8 (4.1)
10 支援が充実している 76 (39.0) 91 (46.7) 15 (7.7) 4 (2.1) 9 (4.6)
11 経済的に余裕がある 68 (34.9) 93 (47.7) 25 (12.8) 1 (0.5) 8 (4.1)
12 物質的な支援がある 53 (27.2) 99 (50.8) 34 (17.4) 1 (0.5) 8 (4.1)
13 気のきいた支援がある 60 (30.8) 103 (52.8) 22 (11.3) 2 (1.0) 8 (4.1)
14 万一に備えて、別の支援を複数、準備している 48 (24.6) 89 (45.6) 42 (21.5) 8 (4.1) 8 (4.1)
15 あなたや夫、子どもの性格や状況に合わせた支援がある 50 (25.6) 107 (54.9) 26 (13.3) 4 (2.1) 8 (4.1)
16 言いやすい関係の支援者がいる 104 (53.3) 69 (35.4) 8 (4.1) 6 (3.1) 8 (4.1)
















1 夫婦以外に支援者がいる 177 (90.8) 10 (5.1) 8 (4.1)
2 頼んだことは安心して任せられる 175 (89.7) 12 (6.2) 8 (4.1)
3 言いやすい関係の支援者がいる 173 (88.7) 14 (7.2) 8 (4.1)
4 少なくもなく、過干渉（やりすぎ）でもない、ちょうどの支援がある 170 (87.2) 17 (8.7) 8 (4.1)
5 支援者自身が自信を持って行えるサポートがある 173 (88.7) 14 (7.2) 8 (4.1)
6 母親である自分を気づかってくれる 170 (87.2) 16 (8.2) 9 (4.6)
7 支援者は母親を立ててくれる 170 (87.2) 18 (9.2) 7 (3.6)
8 支援が充実している 167 (85.6) 19 (9.7) 9 (4.6)
9 経済的に余裕がある 161 (82.6) 26 (13.3) 8 (4.1)




















必要 43 (95.6) 121 (95.3) 9 (75.0) 173 (94.0) *
必要ではない 2 (4.4) 6 (4.7) 3 (25.0) 11 (6.0)
合計 45 (100) 127 (100) 12 (100) 184 (100)


















必要 122 (93.1) 10 (71.4) 132 (91.0)
必要ではない 9 (6.9) 4 (28.6) 13 (9.0)
合計 131 (100) 14 (100) 145 (100)
必要 116 (88.5) 8 (61.5) 124 (86.1)
必要ではない 15 (11.5) 5 (38.5) 20 (13.9)
合計 131 (100) 13 (100) 144 (100)




















1 お互いが歩み寄る 134 (68.7) 49 (25.1) 7 (3.6) 1 (0.5) 4 (2.1)
2 お互いのニーズ（要求や希望）を察し合
う
100 (51.3) 78 (40.0) 11 (5.6) 1 (0.5) 5 (2.6)
3 夫婦で育児を行うという主体性を持つ 119 (61.0) 57 (29.2) 11 (5.6) 3 (1.5) 5 (2.6)
4 夫（パートナー）とは何でも言える関係
である
121 (62.1) 49 (25.1) 14 (7.2) 6 (3.1) 5 (2.6)















1 夫婦で話し合う 182 (93.3) 9 (4.6) 4 (2.1)
2 お互いが歩み寄る 183 (93.8) 8 (4.1) 4 (2.1)
3 夫婦で育児を行うという主体性を持つ 176 (90.3) 14 (7.2) 5 (2.6)
4 夫（パートナー）とは何でも言える関係である 170 (87.2) 20 (10.3) 5 (2.6)























必要 44 (97.8) 122 (96.1) 9 (69.2) 175 (94.6)
必要ではない 1 (2.2) 5 (3.9) 4 (30.8) 10 (5.4)
合計 45 (100) 127 (100) 13 (100) 185 (100)




















1 家族が円滑に上手く機能している（まわっている） 128 (65.6) 52 (26.7) 4 (2.1) 3 (1.5) 8 (4.1)
2 役割が分担できている 61 (31.3) 96 (49.2) 27 (13.8) 3 (1.5) 8 (4.1)
3 家族のルールをつくりつつある 53 (27.2) 104 (53.3) 23 (11.8) 6 (3.1) 9 (4.6)
4 自由に何でも言える関係が築けている 89 (45.6) 82 (42.1) 12 (6.2) 4 (2.1) 8 (4.1)
5 家族内の力関係を上手く利用している 53 (27.2) 92 (47.2) 38 (19.5) 3 (1.5) 9 (4.6)
6 夫と姑の関係（夫側の親子関係）が良好である 84 (43.1) 88 (45.1) 8 (4.1) 5 (2.6) 10 (5.1)
7 姑との距離が適度である 92 (47.2) 82 (42.1) 6 (3.1) 4 (2.1) 11 (5.6)
8 夫と自分の実家の関係が良好である 78 (40.0) 94 (48.2) 8 (4.1) 5 (2.6) 10 (5.1)
9 自分の実家と夫の実家に対し気づかいのバランスがとれ
ている























1 家族が円滑に上手く機能している（まわっている） 180 (92.3) 7 (3.6) 8 (4.1)
2 姑との距離が適度である 174 (89.2) 10 (5.1) 11 (5.6)
3 自由に何でも言える関係が築けている 171 (87.7) 16 (8.2) 8 (4.1)
4 夫と姑の関係（夫側の親子関係）が良好である 172 (88.2) 13 (6.7) 10 (5.1)
5 夫と自分の実家の関係が良好である 172 (88.2) 13 (6.7) 10 (5.1)
6 自分の実家と夫の実家に対し気づかいのバランス
がとれている
169 (86.7) 16 (8.2) 10 (5.1)
7 役割が分担できている 157 (80.5) 30 (15.4) 8 (4.1)
8 家族のルールをつくりつつある 157 (80.5) 29 (14.9) 9 (4.6)































必要 42 (93.3) 106 (83.5) 8 (66.7) 156 (84.8)
必要ではない 3 (6.7) 21 (16.5) 4 (33.3) 28 (15.2)
合計 45 (100) 127 (100) 12 (100) 184 (100)
必要 40 (88.9) 94 (74.6) 9 (75.0) 143 (78.1)
必要ではない 5 (11.1) 32 (25.4) 3 (25.0) 40 (21.9)
合計 45 (100) 126 (100) 12 (100) 183 (100)
必要 43 (95.6) 118 (94.4) 9 (75.0) 170 (93.4)
必要ではない 2 (4.4) 7 (5.6) 3 (25.0) 12 (6.6)
合計 45 (100) 125 (100) 12 (100) 182 (100)
必要 45 (95.7) 118 (96.7) 9 (75.0) 172 (95.0)
必要ではない 2 (4.3) 4 (3.3) 3 (25.0) 9 (5.0)
合計 47 (100) 122 (100) 12 (100) 181 (100)
必要 43 (91.5) 117 (95.1) 9 (75.0) 169 (92.9)
必要ではない 4 (8.5) 6 (4.9) 3 (25.0) 13 (7.1)
合計 47 (100) 123 (100) 12 (100) 182 (100)
必要 42 (89.4) 116 (94.3) 8 (66.7) 166 (91.2)
必要ではない 5 (10.6) 7 (5.7) 4 (33.3) 16 (8.8)
合計 47 (100) 123 (100) 12 (100) 182 (100)











































統合に対するアイデア、手法を開発し、井上らが 2003 年に Turnell を日本に招聘、2004



















































































































































































































































































































































































































































表4－27 本質問紙調査に回答した後の気持ち         n=195 
回答後の気持ち 名 （％） 
私（私の家族）はこのままでいいんだと思えた  65  （33.3）  
特に変わらない  95  （48.7）  
その他 ＊ 22  （11.3）  
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































療での 1 ヶ月健診が終了すると、市区町村の 3～4 ヶ月児健診まで、援助の空白が生じて




















































































































































































































































付け雇児総発 0727 第 4 号、雇児母発 0727 第 3 号）：妊娠・出産・育児期に養育支援
を特に必要とする家庭に係る保健・医療・福祉の連携体制の整備について． 
厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課長、母子保健課長通知（平成24 年7月26日付け
雇児総発 0726 第 1 号、雇児母発 0726 第 1 号）：『子ども虐待による死亡事例等の検
証結果等について（第8次報告）』を踏まえた対応について． 
厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課長、母子保健課長通知（平成 24 年 11 月 30 日付
け雇児総発 1130 第 1 号、雇児母発 1130 第 1 号）：養育支援を特に必要とする家庭の
把握及び支援について． 
厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課長、母子保健課長通知（平成 24 年 11 月 30 日付
け雇児総発 1130 第 2 号、雇児母発 1130 第 2 号）：児童虐待の防止等のための医療機
関との連携強化に関する留意事項について． 












































































Tony kahane 編、Alexander Butchart、Alison phinney Harvey 、Marcellina Mian、
Tilman Furniss、小林美智子監修、藤原武男、水木理恵監訳（2011）：エビデンスに基づ   
く子ども虐待の発生予防と防止介入―その実践とさらなるエビデンスの創出に向けて―、











米山奈々子（2000）：ドメスティックバイオレンスと看護支援 第 5 回バタード・ウーマ
ンの子どもたち、精神科看護、27（12）、59-61． 
渡辺久子（2008）：子育て支援と世代間伝達 母子相互作用と心のケア、金剛出版． 
全国助産師教育協議会（2011）：ミニマム・リクワイアメンツ（指定規則と厚生労働省の
「助産師に求められる実践能力と卒業時の到達目標と到達度」報告を参考に、助産師教
育におけるコア内容、教育で最低限到達させたい内容をまとめたもの）、
http://www.zenjomid.org/activities/books_01.html）． 
